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【緒言】蛍光体材料を用いたドシメータは、入射された放射線のエネルギーを蓄積後、熱や光な

どの外部刺激により発光する材料であり、イメージングプレートや個人被曝線量計などに用いら

れている。個人被曝線量計に用いる場合は、生体等価性の観点から人体組織に近い実効原子番号

(Zeff = 7.35–7.65)の材料が求められる[1]。これまでの研究において、Tb添加したMgO不透明セラ

ミックス(Zeff = 10.7)が 0.1–10000 mGyの範囲で輝尽蛍光(OSL)を示すことが明らかとなった[2]。本

研究では、さらなる特性向上に向けて、放電プラズマ焼結(SPS)法により Tb添加MgO透明セラミ

ックスを作製し、そのドシメータ特性を調べた。 

【実験方法】化学両論比通りにMgOと Tb4O7を混合

後、粉末をカーボンダイスに充填した。その後、真

空中で 1500℃、1時間焼成することで試料を得た。 

【実験結果と考察】図 1 に、1Gy照射後の無添加及

び Tb 添加 MgO 透明セラミックスの OSL スペクト

ルを示す。刺激波長を 630 nmに設定した。Tb添加

試料において、Tb3+の 4f-4f遷移由来の発光ピークが

380–550 nmにかけて観測された。作製した試料の中

でも、0.1%Tb添加試料が最大の OSL強度を示した。 

  図 2に、Tb添加MgO透明セラミックスの OSL線

量応答性を示す。380 nmに観測されたピーク強度を

OSL 強度として定義した。0.1%Tb 添加試料におい

て、0.1–1000 mGyの範囲でよい線形応答性が見られ

た。また検出可能な下限線量(0.1 mGy)が、既報の Tb

添加 MgO 不透明セラミックスと同等であった[2]。

本講演では、OSL特性に加えて TSL特性についても

議論する。 
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Fig.1 OSL スペクトル 

 

Fig.2 OSL線量応答性 
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